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に
呼
ば
れ
て
出
府
し
た
折
、
水

戸
家
藩
邸
で
能
を
催
し
た
。
そ

の
舞
台
の
最
中
、
大
老
藤
井
紋

太
夫
を「
猩
々
」を
演
じ
終
わ
っ

た
直
後
に
光
圀
が
手
打
ち
に
し

た
と
い
う
。

「
こ
れ
は
な
ん
だ
？
」

　
と
正
直
驚
い
た
。
だ
が
、
実

在
の
人
物
を
小
説
に
す
る
技
な

ど
全
く
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。

た
だ
、
出
版
界
に
生
き
残
ら
ん

が
た
め
に
文
庫
書
下
ろ
し
時
代

小
説
を
書
き
続
け
る
日
々
が
十

年
余
過
ぎ
去
っ
た
。

　
新
潮
文
庫
百
周
年
の
注
文
を

受
け
た
と
き
、
こ
の
事
件
を
私

　
新
作
『
光
圀
』
の
主
人
公
は

言
わ
ず
と
知
れ
た
水
戸
光
圀
、

ご
老
公
様
だ
。
江
戸
時
代
の
超

有
名
人
を
主
役
に
据
え
た
小
説

な
ど
私
の
守
備
範
囲
で
は
な
い
。

　
時
代
小
説
に
転
じ
た
頃
の
こ

と
だ
。
図
書
館
に
資
料
漁
り
に

行
き
、こ
の
史
実
に
出
合
っ
た
。

六
十
七
歳
の
光
圀
が
将
軍
綱
吉

と
は
な
い
か
、
と
考
え
た
光
圀

の
妄
執
は
余
計
な
こ
と
か
も
知

れ
ぬ
。
だ
が
、
老
人
と
は
余
計

な
こ
と
を
考
え
る
も
の
な
の
だ
。

そ
れ
に
し
て
も
大
勢
の
観
客
が

直
ぐ
近
く
に
い
る
舞
台
裏
で
刺

殺
す
る
な
ど
、
黄
門
様
は
た
だ

の
隠
居
で
は
な
い
、
戦
国
時
代

の
気
風
を
受
け
継
い
だ
武
人

だ
っ
た
の
だ
。

●
月
刊
誌『
ラ
ジ
オ
深
夜
便
』に
て

こ
の
四
月
よ
り
連
載
随
筆
「
熱

海
わ
す
れ
ぐ
さ
」を
始
め
ま
す
。

な
り
に
か
た
ち
に
出
来
な
い
か

と
思
い
、『
古
着
屋
総
兵
衛
』

シ
リ
ー
ズ
の
初
傳
と
し
て
挑
戦

し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。「
月

刊
佐
伯
」
と
呼
ば
れ
た
毎
月
刊

行
続
行
の
合
間
に
こ
の
小
説
を

書
い
た
。
一
年
半
以
上
も
前
の

こ
と
だ
。

　
隠
居
の
光
圀
が
な
ぜ
死
を
前

に
し
た
折
に
大
事
に
及
ん
だ
か
、

七
十
歳
を
過
ぎ
て
光
圀
の
心
境

が
な
ん
と
な
く
理
解
が
つ
く
気

が
し
た
。
こ
の
小
説
を
書
か
せ

た
動
機
だ
。
人
は
だ
れ
も
が
死

ぬ
。
亡
く
な
っ
た
後
も
生
者
の

営
み
は
続
く
。
や
り
残
し
た
こ

身延山久遠寺菩提梯にて（写真撮影：佐伯泰英事務所）
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『
桜
吹
雪（
仮
）』

新・酔
い
ど
れ
小
籐
次

《
文
春
文
庫
》

8 月
4日発売予定

49

『
刺
客
ノ
峡（
仮
）』

居
眠
り
磐
音 

江
戸
双
紙

《
双
葉
文
庫
》

7 月
17日発売予定 28日発売予定

5 月
1日発売予定

『
閉
門
謹
慎
』

鎌
倉
河
岸
捕
物
控

《
ハ
ル
キ
文
庫
》

10

『
異
国
の
陰
』

新・古
着
屋
総
兵
衛

《
新
潮
文
庫
》

「
佐
伯
通
信
」第
27
号
が
入
り
ま
す
。

（
初
版
の
初
回
出
荷
分
に
の
み
挟
み
込
み
）

「
佐
伯
通
信
」第
27
号
は
、5
月

28
日
刊
行
予
定
の『
新
・
古
着
屋

総
兵
衛
10
　
異
国
の
陰
』（
新
潮

文
庫
）に
入
り
ま
す
。
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新装改訂版 『完本 密 命』全26冊を続々再刊行！《祥伝社文庫》
6月
12日
発売予定
『巻之四　刺客 斬月剣』

4月
9日
発売予定
『巻之三　残月無想斬り』

た
に

は
な
ふ
ぶ
き

　吉原裏同心シリーズ最新作『夢幻』をお読みいただきまして、ありがと
うございました。『夢幻』では、神守幹次郎・汀女夫妻の「柘榴の家」での
新生活が始まったところですが、そこで問題です。「柘榴の家」の最初の
住人は？　答えは猫の黒介です。幹次郎が引っ越し直前に柘榴の家を見
に行った際、すでにいた猫でした。では、準レギュラーで登場する犬の名
は？　答えは、吉原会所で飼われている犬遠助です。吉原に来て仇討で
討たれた浪人の飼い犬で、飼い主が討たれた後に会所で引き取ることと
なりました。
　佐伯作品には、よく犬や猫などの動物が登場します。居眠り磐音シリ
ーズには道場で飼っている犬白山が、鎌倉河岸シリーズには九代目宗五
郎一家の飼い猫菊小僧が、交代寄合シリーズにもドン・フアンという高島
玲奈の愛犬と上海から連れ帰った犬クロが、新・酔いどれ小籐次にも駿
太郎の愛犬クロスケが、密命シリーズにも犬の力丸が、夏目影二郎始末
旅シリーズにも影二郎の相棒の犬あかが登場します。また、新・古着屋総
兵衛シリーズには、大黒屋の飼い猫のひなと甲斐犬さくら、甲斐、信玄の
犬猫両方が登場します。
　さて、作者である佐伯先生ご自身は犬派か猫派か？　答えは犬派でし
た。いま飼っている犬は、佐伯家の三代目愛犬みかんちゃんです。
　ただし佐伯先生によると、「じつは猫は飼ったことがないんだよ。飼っ
たらやっぱり可愛いだろうねぇ」とのこと。いずれにしろ、動物たちも、佐
伯作品を盛り立てる大事な要素なんですね。

犬派も猫派も
㈱光文社　文庫編集部
「吉原裏同心」「夏目影二郎始末旅」担当 松岡　俊


